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本紙は女性の視点で平和と平等を挺進します
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回会議|[アジア太平洋監視機構第1

U
カ
国
N
G
O
が
集
中
討
議

ア
ジ
ア
太
平
津
監
視
機
構
(
〉
印
H

印
司

R
L
5
4〈巳
n
F
H
A
P
W
)
の
会
議
が
一
月
八
日
か
ら
十
一
日
ま
で
、

イ
ン
ド
の
チ
ャ
ン
デ
ィ
ガ
l
ル
で
開
か
ね

ρ
次
の
一

C
C
(
)年
紀
に
お
け
る
主
要
な
任
務
は
ジ
ェ
ン
ダ
l
格
差
の
解
消

で
あ
る
H

と
宣
言
、
ア
ジ
ア
で
は
女
性
へ
の
暴
力
は
増
え
、
実
践
が
遅
れ
て
い
る
、
政
府
は
効
果
あ
る
行
動
を
と
、
具

体
的
な
行
動
の
意
見
を
つ
け
た
声
明
を
発
表
し
た
。
こ
の
会
話
に
参
加
し
た
国
際
婦
人
年
連
絡
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
、

そ
の
模
様
が
二
十
六
日
の
同
連
絡
会
全
大
会
で
報
告
さ
れ
た
。

A
P
W
は
、
北
京
女
性
会
議
に
向
け

活
躍
し
た
N
G
Oの
連
絡
組
織

・
A
P

W
G
(ア
ジ
ア
太
平
津
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
)
の
後
身
。
北
京
会
議
終
了
後
、

こ
の
ま
ま
解
散
す
る
の
は
惜
し
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
ニ

O
O
O年
に
向
け
、

北
京
会
議
の
行
動
綱
領
を
各
国
政
府
が

き
ち
ん
と
実
施
す
る
か
ど
う
か
、
監
視

す
る
組
織
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
い
う
と

と
に
な
っ
た
。

今
回
の
会
議
は
第
一
回
の
会
議
だ

が
、
イ
ン
ド
、
パ
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
中
国
、

日
本
、
ネ
パ

l
ル
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
、
ス
リ
ラ
ン
ヵ
、
タ
イ
、
マ
レ
1
シ
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ァ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
ア
メ
リ
カ
も
入
り
、
ぅ
。
女
性
が
た
ち
あ
が
る
と
き
、
数
で

十
一
か
国
の
参
加
の
も
と
行
わ
れ
た
。

は
な
く
、
伺
を
や
る
か
が
大
切
だ
。
国

日
本
か
ら
は
国
際
婦
人
年
連
絡
会
の
連
を
作
っ
た
と
き
の
人
類
の
夢
を
思
い

中
村
道
子
、
鈴
木
賀
子
、
関
口
悦
子
、
出
そ
う
」
と
、
感
動
的
な
講
演
だ
っ
た

奥
村
祥
子
さ
ん
ら
が
参
加
し
た
。

と
い
う
。

中
村
さ
ん
ち
の
報
告
に
よ
る
と
、
ア
翌
九
日
か
色
「
女
性
へ
の
暴
力
」

ジ
ア
諸
国
で
な
に
か
し
よ
う
と
い
う
と
「
武
力
紛
争
下
の
女
性
」
「
女
性
の
人

き
、
い
つ
も
ぶ
つ
か
る
問
題
は
「
資
金
」
権
」
「
女
児
」
の
四
つ
の
分
科
会
に
分

の

乙

と

。

今

回

も

大

変

だ

っ

た

が

、

ユ

か

れ

集

中

的

に

討

議

、

短

い

会

期

の

う

総

理

府

は

三
日
、
女
性
の
社
会
参
画

ニ
セ
フ
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
て
実
ち
に
共
通
意
見
を
ま
と
め
た
。

に

対

す

る

国

民

の

意

識

を

調

査

し

た

現

で

き

た

と

い

う

。

各

国

提

出

の

レ

ポ

ー

ト

を

も

と

に

行

「

男

女

共

同

参

画

社

会

に

関

す

る

世

論

開
会
式
の
あ
と
、
ノ
エ
リ
ン

・
へ

イ

わ

れ

た

が

、

日

本

か

ら

は

国

際

婦

人

年

調

査

」

結

果

を

発

表

し

た

。「
女
性
の

ザ
l
・
ユ
ニ
フ

ェ

ム

事

務

闇

長

の

基

調

連

絡

会

の

も

の

の

ほ

か

、

昨

年

秋

に

お

幸

福

|
結
婚
で
は
な
い
」
「
相
手
に
満

講

演

。

乙

な

わ

れ

た

「

戦

争

と

女

性

へ

の

暴

力

足

で

き

な

い

場

合

は

離

婚

す

れ

ば

よ

ヘ
イ
ザ
ー
さ
ん
の
謂
演
は
命
の
大
切

・
国

際

会

議

」

の

報

告

な

ど

、

複

数

の

い

」

な

ど

、

結

婚

観

の

多

様

化

、

女

性

さ

、

暴

力

の

な

い

社

会

を

つ

く

る

こ

と

レ

ポ

ー

ト

が

提

出

さ

れ

話

し

あ

わ

れ

の

社

会

進

出

が

進

む

中

で

、

「

男

性

は

の

大

切

さ

を

説

き

「

人

闘

を

な

い

が

し

た

。

仕

事

、

女

性

は

家

庭

を

優

先

さ

せ

る

べ

ろ

に

す

る

経

済

成

長

い

に

は

気

を

つ

け

よ

「

声

明

」

は

各

政

府

に

行

動

を

促

す

き

」

と

い

う

男

女

の

役

劃

分

担

意

識

が

、

山
為
市
川
県
川
市
小
去
最
w
m
出

器

で
F
A虹品川
W
N
J
m
dみ
説
明
、
w
v
d
日
J
w
r
t日
#
訳
出
品
川
円
品
川
ハ
品
品
目
出
掛
羽
詰
勃
羽
詰

3引
な
で
苛
4
説
、
宮
山
γ
d
u
m
詑
F
M
H官
官
勾
引
法
治

wv
勺
N
M
V
4
J川
和
泊
JNJMmm
川
、
問
的
ぷ
~
w
t
品目
m
N院
か
仮
設
刊
誌
品
川
F
M
L
w
w
h
t
v
品
川
fw
弦
間
話
品
川
W
J
N
t
i
m
J山
川

ξ

山

J
山
桜
花

w
v
m
/込
山

1
M
m
Nいハ
v
H
特
技
ww仁
MmmvmwMmM♂
W
完
4
3
M
M
明
古
川
主
主
主
m
V
V
3

女
性
に
や
さ
し
い
広
告
コ
ン
テ
ス
ト

町
九
沼
山
鉱
閉
山
川
域
間

を
は
っ
て
P
Rし
て
い
る
新
し
い
企
業

の
生
き
方
が
共
感
を
生
ん
だ
。

N
E
C

の
広
告
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
操
る
シ
ル

バ
ー
世
代
の
女
性
像
に
社
会
参
画
意
識

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
企
業
精
神
が
伺
『
え
る

と
さ
れ
た
。

11力国が集まって開かれたAPW会議

も
の
で
あ
る
が
、
三
月
に
行
わ
れ
る
回

連
・
婦
人
の
地
位
委
員
会
に
提
出
さ
れ

る。
「
声
明
」
は
、
ア
ジ
ア
太
平
津
地
域

が
、
世
界
の
女
性
の
人
口
の
半
分
以
上

が
居
住
し
て
い
る
の
に
そ
の
う
ち
の
多

数
が
基
本
的
人
権
を
剥
奪
さ
れ
生
存
レ

ベ
ル
以
下
の
生
活
を
し
て
お
り
、
北
京

事
百
後
も
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
は
女

性
へ
の
暴
力
は
増
加
し
て
い
る
と
述

べ
、
人
権
の
確
立
、
暴
力
の
根
絶
の
た

め
、
行
動
し
て
い
る
国
も
あ
る
が
、
実

新
年
早
々
不
愉

快
な
事
件
が
相
次

ぐ
大
蔵
省
検
査

官
の
贈
賄
、
逮
捕

帝
京
大
学
ラ
グ
ビ

ー
部
、
日
本
体
育

大
学
ス
ケ
ー
ト
部

の
集
団
レ
イ
プ

ま
あ
、
な
ん
と
も
ひ
ど
い
事
件

V
腹
が
た
つ
け
れ
ど
、
エ
ァ
と

驚
か
は
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。

や
っ
ぱ
り
あ
り
そ
う
な
こ
と

だ
、
ま
た
大
蔵
省
か
、
と
し
か

考
え
ら
れ
な
い
の
は
情
け
な
い

く
ら
い
だ
昨
年
の
厚
生
省

・

岡
光
事
件
の
こ
ろ
ま
で
は
、
ま

さ
か
と
、
H

新
鮮
に
H

び
っ
く

り
し
て
い
た
も
の
だ
が
し
か

し
、
こ
れ
は
恐
ろ
し
い
こ
と
だ

V
大
学
の
名
門
運
動
部
の
破
廉

恥
な
行
為
も
あ
り
そ
う
な
こ
と

だ
と
思
う
興
や
か
な
ス
ポ
ー

ツ
選
手
に
あ
る
ま
じ
さ
行
為
、

依

然

と

根

強

く

残

っ

て

い

る

こ

と

が

明

と

言

っ
て
い
る
人
も
い
る
が
、

ら

か

に

な

っ

た

ハ

私

な

ど

は

、

運

動

部

に

よ

く

あ

調

査

は

九

七

年

九

月

に

全

国

成

人

五

る

N

暴
力
肯
定
的
な
体
質
H

を

千

人

を

対

象

に

実

施

。

有

効

回

収

率

は

感

じ

て

し

ま

う

V
中
学
校
と
も

七
一
・
五
物
r

調
室
項
目
は
、

レ

「

男

な

る

と

、

慢

性

、

厳

し

す

ぎ

る

女

の

社

会

活

動

や

家

庭

生

活

へ

の

参

画

上

下

関

係

、

絶

対

服

従

、

体

罰

に
関
す
る
意
識
」

2
「
結
婚
観

・
家

庭

高

校

野

球

部

の

坊

主

頭

も

い

や

観

等

に

関

す

る

意

識

」

②

「

女

性

に

対

だ

し

(
野
球
す
る
の
に
な
ぜ
丸

す

る

暴

力

な

ど

へ

の

対

応

に

関

す

る

意

刈

り

に

し

な

け

れ

ば

い

け

な

い

識」

ρ
「

政

策

の

企

画

や

方

針

決

定

の

の

0
・)
、
世
話
焼
き
内
助
の
功

過

程

へ

の

女

性

の

参

画

に

関

す

る

意

だ

け

の

女

子

マ

ネ

も

時

代

錯

誤

識

」

亘

「

男

女

共

同

参

画

社

会

の

推

進

だ

の
こ
ん
匁
こ
と
を
し
て
い
る

で
行
政
に
対
す
る
要
望
」
o

う
ち
、
上
や
権
威
に
弱
く
、
下

l
Jの
中
の
、

男

女

そ

れ

ぞ

れ

の

望

ま

に

は

い

ば

り

、

暴

力

容

認

、

女

し

い

生

き

方

の

質

問

で

は

、

女

性

は

「

家

性

の

人

格

匁

ど

考

え

た

こ

と

も

庭
生
活
に
専
念

・
優
先

」

が

計

四

五

喝

な

い

人

間

が

で

き

あ

が

る

の

で

(
反
日

・
7
/男
刊
・

7
)、
「

家

庭

生

は

な

い

か

と

も

患

っ

暴

力

に

活
と
仕
事
を
両
立
」
四
一

・
一

一

命

(

女

甘

い

風

土

も

見

逃

せ

な

い

念

日
・
8
/男
お

・
2
)
で
、

交

性

の

家

の

た

め

、

私

は

ス

ポ

ー

ツ

大

好

庭

に

対

す

る

責

任

を

指

摘

す

る

人

が

合

き

人

間

で

あ

り

、

ス

ポ

ー

ツ

自

計
八
七

・
五

今

一

ま

た

「

仕

事

に

専

念

体

に

伺

の

偏

見

は

な

い

V
大
臣

・優
先
」
は
一

・
五
吻
(
女
叩

・
2

の
辞
職
、
退
学
や
部
の
一
時
休

/
男
旧

・
8
)
に

過

ぎ

な

か

っ

た

一

男

部

な

ど

の

姑

息

な

手

段

で

す

ま

性

の

望

ま

し

い

生

き

方

は

「

仕

事

に

専

さ

ず

、

根

底

か

ら

の

体

質

の

改

念
・
優
先
」
が
六
二
・
四
物
(
女
別

・

革
を
、
と
思
う
が
こ
の
国
で
そ

8

/
男
閃

・
l
)
で
、

「

依

然

と

し

て

、

れ

を

や

る

こ

と

の

困

難

さ

を

思

役
劃
分
担
意
識
が
根
強
く
あ
る
」

(

総

う

と
、
自
の
前
が
暗
く
な
る
V

理
府

・
男

女

共

同

参

画

室

)

こ

と

が

分

海

の

向

こ

う

も

大

統

領

の

セ

ク

か
っ
た
。

ハ

ラ

で

大

騒

ぎ

だ

。

し

か

し

、

一方
、
2
)の
結
婚

や

離

婚

に

対

す

る

こ

う

し

た

事

件

に

対

す

る

ア

メ

価
値
観
は
徐
々
に
変
化
し
て
い
る
。

リ

カ

の

出

論

、
マ
ス
コ
ミ
の
厳

「

女

性

の

幸

福

は

結

婚

に

あ

る

の

だ

し

さ

こ

れ

ば

大

し

た

も

の

だ

か

ら

、

女

性

は

結

婚

す

る

ほ

う

が

良

い

」

と

思

う

日

本

に

も

H

女
性
問

七
0
・
六

必

で

、

同

じ

調

査

を

し

た

九

題

N

で
辞
任
し
た
首
相
が
い
た

二

年

よ

り

九

ポ

イ

ン

ト

減

少

し

た

ほ

が

、

平

気

で

勲

一

等

だ

か

の

勲

か
、
「
結
婚
し
な
く
て
も
良
い
」
七

)

章

を
頂
け
る
へ
ン
な
国
だ
。
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圃

-Bl
・-B--E
圃

圏

一

特
殊
法
人
は
除
外
。
不
開
示
情

圃
ド
イ
ツ
で
個
人
住
宅
へ
の
盗
出
し
た
阪
神
大
震
災
か
ら
三

三

一

l
一
ス
一
く
-
り
つ
一
ぷ
一

報
の
範
囲
は
、
個
人
、
法
人
、
聴
捜
査
菰
大
合
法
化

年
o
犬
だ
仮
設
住
宅
に
二
万
四

-
a
-
-
-
E
g
-
-
a
-
E

国
の
安
全
に
か
か
わ
る
情
報
な
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
は
、
五
年
千
三
百
四
十
=
世
帯
が
暮
ら

園
大
学
体
育
会
、
相
継
ぐ
集
団
圏
貿
易
統
計
前
年
比
四
八
・

ど
六
項
目
。

以

上

も

論

議
が
続
い
た
組
織
犯
す
。
孤
独
死
を
し
た
人
も
多
い

強

姦

事

件

五

%

で

、

五

年

ぶ

り

に

増

加

圏

世

界

水

泳

で

、

シ

ン

ク

ロ

チ

罪
対
策
改
正
法
案
を
可
決
。
こ
犠
牲
者
を
悼
む
集
会
が
各
地
で

帝
京
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
員
に
大
蔵
省
発
表
の
九
七
年
の
貿

l
ム

銀

れ

に

よ

っ

て

、

個

人

隼

宅

へ

の

開

か

れ

、

復

興

へ

の

醤

い

を

新

よ
る
強
姦
事
件
が
発
覚
。
次
い
易
統
計
に
よ
る
と
、
輸
出
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
聞
か
れ
盗
聴
機
器
設
置
が
認
め
ら
れ
る
た
に
。

で
、
日
体
大
ス
ケ
ー
ト
部
で
も
輸
入
を
差
し
引
い
た
貿
易
黒
字
た
水
泳
の
第
八
回
世
界
選
手
権
こ
と
に
な
っ
た
。
個
人
住
宅
へ

圏
ク
レ
l
射
撃
、
セ
ク
ハ
ラ
で

昨
年
同
様
の
事
件
を
起
こ
し
逮
額
が
五
年
ぶ
り
に
増
加
。
円
安
の
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
・
ス
イ
の
盗
聴
捜
査
拡
大
は
、
プ
ラ
イ
ム
「
秋
国
体
参
加
辞
退

捕
者
を
出
し
て
い
た
こ
と
が
明
基
調
と
、
好
寮
気
の
欧
米
各
国
ミ
ン
グ
の
チ
l
ム
決
勝
で
、
日
パ
シ
l
の
侵
害
に
当
た
る
と
し
日
本
ク
レ
ー
射
撃
協
会
は
、

ら
か
に
な
っ
た
。
の
購
買
力
に
支
え
ら
れ
て
の
二
本
は
ロ
シ
ア
に
次
い
で
一
位
。
て
反
対
が
強
か
っ
た
が
、
国
会
昨
年
の
秋
、
神
奈
川
国
体

・
ク

圃
比
大
統
領
選
ア
ロ
ヨ
さ
ん
劃

桁
の
伸
び
。

圏
ク
リ
ン
ト
ン
米
大
統
領
セ
ク
議
員
、
聖
職
者
、
刑
事
弁
護
人
レ

1
射
撃
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

大
統
領
候
補
に
圃
情
報
公
開
法
政
府
原
案
出
る
ハ
一

7一
訴
訟
で
偽
証
強
要
鹿
惑
を
対
象
か
ら
は
ず
す
こ
と
で
政
で
、
同
協
会
役
員
ら
が
女
子
高

五
月
に
行
わ
れ
る
フ
ィ
リ
ピ
国
の
行
政
情
報
を
公
に
開
示
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
の
セ
ク
府
、
与
党
が
妥
協
。
日
本
で
も
、
生
に
セ
ク
ハ
ラ
行
為

討議に加わる日本カ、らの苦言加者たち

行
し
て
い
な
い
国
も
あ
る
。「
女
子
差

別
撤
廃
条
約
」
の
全
面
批
准
を
し
て
い

な
い
国
も
多
い
と
厳
し
く
指
摘
し
て
い

る
。こ
の
あ
と
、
「
と
る
べ
き
行
動
」
を

具
体
的
に
列
挙
し
て
い
る
が
、
日
本
で

も
ρ
す
ぐ
や
ち
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
μ

耳
の
痛
い
勧
告
|
た
と
え
ば
「
女
性
へ

の
暴
力
」
で
は
、
〈
メ
デ
ィ
ア
と
教
育

機
関
を
通
し
て
の
意
識
の
啓
発
〉
〈
醤

官
、
司
法
関
係
者
、
弁
護
士
、
ソ
l
シ

ャ
ル
ワ
1
カ
l
、
医
療
関
係
者
そ
の
他

全
員
に
対
し
て
、
性
的
虐
待
、
暴
行
、

家
庭
内
暴
力
に
特
に
留
意
し
た
訓
練
を

設
け
る
〉
〈
女
性
と
女
児
へ
の
暴
力
と

い
う
科
目
を
医
師
課
程
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

い
れ
る
〉
な
ど
ー
が
ず
ら
り
と
列
挙
さ

れ
て
い
る
。

A
P
W
の
今
後
だ
が
、
今
回
の
会
議

で
は
時
間
切
れ
で
、
委
員
長
な
ど
を
選

ぶ
と
こ
ろ
ま
で
行
か
な
か
っ
た
。
今
年

六
周
に
北
京
で
「
世
界
女
性
会
議
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
か
れ
る

が
、
そ
の
と
ろ
北
京
で
第
二
回
会
識
を

も
ち
、
き
ち
ん
と
体
制
を
つ
く
り
た
い

と
い
う
。

南
ア
ジ
ア
監
視
機
構
と
い
っ
た
ア
ジ

ア
太
平
洋
の
中
の
地
域
組
織
も
出
来
上

が
っ
て
い
て
、
活
動
を
始
め
て
い
る
。

日
本
に
は
東
ア
ジ
ア
監
視
機
構
を
提
唱

し
、
つ
く
り
あ
げ
て
ほ
し
い
と
い
う
期

待
も
か
け
ら
れ
て
い
る
。

男女共同参画社会に関する調査|

男女の「役割分担」意識

依然として根強く残る

の
編
集
を
し
て
い
た
こ
ろ
い
ち
早
く
ウ

ー
マ
ン
リ
ブ
を
紹
介
、
「
セ
ク
シ

ュ
ア

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
も
早
く
か
ら
取
り

上
げ
て
い
る
。

同
時
に
表
彰
の
「
女
性
に
や
さ
し
い

広
告
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
、
愚
優
秀
賞

に
資
生
堂
の
「
化
粧
セ
ラ
ピ
1
・
鳴
門

山
上
病
院
」
。
テ
レ
ビ

C
M部
門
で
は

僅
秀
賞
に
全
労
済
「
花
時
計
フ
ァ
イ

ト
編
」
、
佳
作
に
再
春
館
製
薬
「
ブ
ラ

ン
コ
編
」
が
。
印
剛
広
告
部
門
で
は
、

優
秀
賞
に
参
議
院
「
女
性
国
会
議
員

募
集
」
、
佳
作
に

N
E
C
「
ち
ょ
っ
と

近藤とし子さん
最
優
秀
賞
に
資
生
堂
の
「
化
粧
セ
ラ
ピ
|
-
鳴
門
山
上
病
院
」

の
勇
気
と
デ
ジ
タ
ル
と
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
が
受
賞
し
た
。

資
生
霊
の
作
品
は
、
入
院
し
て
い
る

高
齢
の
女
性
が
化
粧
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ

て
輝
き
を
取
り
戻
す
さ
ま
を
描
き
、
高

齢
女
性
に
生
き
甲
斐
と
勇
気
を
与
『
え
る

意
欲
的
な
作
り
方
が
評
価
さ
れ
た
。

全
労
済
の
は
、
厳
し
い
仕
事
や
世
間

の
し
が
ち
み
と
闘
う
女
性
を
ユ
ー
モ
ラ

ス
に
爽
快
に
描
き
、
再
春
館
製
薬
は
、

t

w
鳴

田
辺
聖
子
さん
に

プ
リ
ム
ラ
賞

大
阪
府
は
女
性
基
金
プ
リ
ム
ラ
貨
を

作
家
の
田
辺
聖
子
さ
ん
に
贈
っ
た
。
第

一
線
の
作
家
と
し
て
活
躍
、
そ
の
登
場

人
物
の
活
力
あ
ふ
れ
る
生
き
方
で
女
性

た
ち
を
元
気
づ
け
て
い
る
こ
と
が
受
賞

品
理
由
。
奨
励
賞
に
は
日
本
航
空
初
の
女

例

性
パ
イ
ロ
ッ
ト
大
竹
友
子
さ
ん
が
選
ば

盟
れ
た
。

資の賞秀居直
血
血

川輔嚇動性財団貸主

「中央公論」編集長

栄養改善普及会会長

東
京
女
性
財
団
は
九
七
年
度
財
団
賞

を
栄
養
改
善
普
及
会
会
長
近
藤
と
し
子

さ
ん
、
中
央
公
論
編
集
長
湯
川
有
紀
子

さ
ん
に
決
定
、
十
七
日
行
わ
れ
た
顕
彰

式
で
贈
呈
さ
れ
た
。

近
藤
さ
ん
は
戦
前
か
ら
栄
養
士
、
教

育
者
と
レ
て
日
本
の
食
生
活
の
改
善
に

力
を
尽
く
し
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

た
。
七
五
年
か
ら
栄
養
改
善
普
及
会
の

会
長
を
つ
と
め
て
い
る
。

湯
川
さ
ん
は
百
十
年
の
伝
統
を
持
つ

「
中
央
公
論
」
で
女
性
と
し
て
初
め
て

編
集
長
に
就
任
し
た
。
「
婦
人
公
論
」

湯川有紀子さん

近藤とし子さん

湯川有紀子さん
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-

泊
し
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
し
た
い
f
」
と
せ
が
ま
れ
続
け
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
け
て
い
る
親
も
少
な
く
な
い
だ
止

F
一

が
あ
っ
た
。
運
悪
く
、
こ
の
晩
て
い
る
の
が
現
状
だ
。
も
動
員
し
、
わ
が
子
の
勇
姿
を
ろ
う
。

山
一
で
一

サ
ッ
カ
ー
の

試

合

が

あ

り

、

ボ

フ

ラ

ン

ス

で

は

、

小

学

校

入

ビ

デ

オ

に

撮

り

、

「

頑

張

れ

州

ニ

間同一

ル
ド
!
?
ム
が
勝
っ
た
。

繁

学

ぐ

ら

い
か
ろ
地
元
の
サ
ッ
カ

ー

日

」

と

声

援

を

送

る

熱

心

な

川

一

一

新

一

華
街
に
面
し
た
ホ
テ
ル
の
部
屋

l
チ
I
ム
に
通
い
出
す
男
の
子
親
た
ち
の
姿
が
そ
こ
に
は
あ

川
一
一
る
一

H

二
ノ
¥
一

は

、

明

け

方

ま

で

大

声

で

叫

ぴ

づ

号

議

官

制

ア

山

一

一

小

一

歌
う
サ
ボ
1
タ
l
の

大

騒

ぎ

に

み

d
i
v
J
そ

ム

川

一一

ご

一

ruvFJFJJ“句

dy--ヤ
ィ

ア

川

一

一

バ

一

取
り
囲
ま
れ
、
私
は
散
々
な
目

g
J
i
#
弘
議
ノ
、
ノ

H
=

泳
三

f
w

〆
i
勝

る

場

ナ

出

一

汁

一

に
遭
っ
た
o
妊

娠

中

だ

っ

た

私

?

会

V
2
1

川
一
一
社
一

鳴
が
よ
器
開q

盟
各
一

勝
識
下
一
織
機

Z

民

川

二

議

一

駒描一
…恥樋唱引

ー…山
按

ウ

γ

川
二
、
一

段
芳
一
、
ふ
反
対

!

日

山

一一
点
一

説
欝

i
ッ

ン

パ

川

二

ズ

一

必

路

線

開

陰

盛

田

園

力

サ

ズ

川

二

ーペ一

蕊
隊
機
硝
姐
廻
調

w
の

も

川

一

一

回

一

る

。

し

か

し

、

「

せ

っ

か

く

の

川

こ

っ
一

H

ニニ一

日

曙

日

、

子

ど

も

の

サ

ッ

カ

ー

出

一
位
一

ご

っ

乙

に

つ

き

合

わ

さ

れ

て

は

川

一

一

女
一

た
ま
ら
な
い
/
」

と

、

我

が

家

出

τ
l

一

の
よ
う
に
息
子
に
待
っ
た
を
か

降旗あつ子

⑮ 

的
な
行
事
や
約
束
が
、
当
然
の

よ
う
に
変
更
さ
れ
て
し
ま
う
お

国
柄
で
あ
る
。
「
サ
ッ
カ
ー
ぐ

る
い
」
の
男
性
が
、
そ
れ
が
原

因
で
妻
に
離
婚
を
宣
告
さ
れ
る

と
い
う
ケ
l
ス
も
少
な
く
な
い

サ
ッ
カ
ー
と
い
え
ば
、
試
合

の
興
醤
か
ち
冷
め
切
れ
な
い
サ

ポ
!
タ
ー
た
ち
が
、
街
に
繰
り

出
し
、
時
と
し
て
は
暴
力
事
件

を
巻
き
起
こ
す
と
と
で
も
有
名

だ
が
、
こ
の
点
で
も
フ
ラ
ン
ス

W
カ
ッ
プ
で
盛
り
上
が
る

サ
ッ
カ
ー
好
き
の
フ
ラ
ン
ス
人

一
九
九
八
年
、
今
年
フ
ラ
ン

ス
人
が
待
ち
に
待
っ
て
い
る
最

大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
、

こ
の
夏
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ

る
サ
γ
カ
l
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
だ
。
も
う
随
分
と
前
か
ら
大

騒
ぎ
を
し
て
い
る
が
、
年
が
明

け
開
催
ま
で
あ
と
半
年
足
ら
ず

と
な
り
、
「
さ
あ
、
い
よ
い
よ

始
ま
る
f
」
と
各
メ
デ
ィ
ア
で

の
ム
l
ド
盛
り
上
げ
一
合
戦
が
白

熱
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
人
の

サ
ッ
カ
ー
好
き
は
有
名
だ
。

「
こ
の
日
は
テ
レ
ビ
で
サ
ッ

カ
ー
の
試
合
中
継
が
あ
る
か
ら

・
:
」
と
い
う
と
と
が
理
由
で
、

実
に
多
く
の
私
的
あ
る
い
は
公

，-J益亙晶聡

ら
し
い
。
ま
た
、
「
夫
婦
及
び

家
庭
生
活
に
支
障
を
及
ぼ
す
ほ

ど
サ
y

カ
ー
が
好
き
な
夫
を
持

つ
妻
た
ち
の
会
」
と
い
っ
た
名

目
を
掲
げ
る
女
た
ち
の
集
ま
り

も
あ
る
と
い
う
。

人
は
、
彼
ろ
が
「
血
の
気
の
多

い
人
種
」
と
呼
ぶ
お
隣
り
の
イ

タ
リ
ア
人
に
、
負
け
ず
劣
ら
ず

で
あ
る
。

い
つ
だ
っ
た
か
、
何
か
の
用

事
で
ボ
ル
ド
ー
の
ホ
テ
ル
に
一

は
多
い
。
と
れ
も
、
親
に
と
っ

て
は
な
か
な
か
大
変
な
こ
と
で

あ
る
。
二
週
間
に
一
度
、
日
曜

日
に
練
習
試
合
が
あ
り
、
そ
の

度
に
車
で
送
り
観
戦
す
る
。
お

は
「
も
し
、
男
の
子
が
生
ま
れ

で
も
、
こ
の
子
に
は
絶
対
サ
ッ

カ
ー
な
ん
か
や
ら
せ
る
も
の
か

f
」
と
恨
め
し
く
思
っ
た
も
の

で
あ
る
。
だ
が
、
今
そ
の
息
子

も
七
歳
と
な
り
、
「
サ

ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド

・
カ
ッ
プ
に
は
、

日
本
も
参
加
。
今
ま
で
全
く
興

味
が
な
か
っ
た
が
、
こ
の
際
、

何
事
も
経
験
で
あ
る
。
じ
っ
く

り
と
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
を
観
戦

し
て
み
ょ
う
か
な
、
な
ど
と
考

え
て
い
る
。
日
本
チ
l
ム
の
選

手
と
サ
ボ
l
タ
ー
に
は
、
ス
ポ

ー
ツ
マ
ン
ら
し
い
気
持
ち
の
良

い
握
る
舞
い
を
是
非
と
も
期
待

し
た
い
。

「
大
し
て
強
く
も
な
い
く
せ

に
、
大
騒
ぎ
だ
け
は
一
人
前
」

な
ど
と
、
日
頃
、
男
性
の
サ
ッ

カ
ー
熱
を
冷
や
や
か
に
見
つ
め

て
い
る
、
こ
の
国
の
女
性
た
ち

の
目
も
光
っ
て
い
る
の
だ
か
ら

結婚観の多様化、女性の社会進出の中で

そ
の
他

わ
か
り
な
い

6盤監護.
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20円

-
一
一
命
(
前
四
位

・
7
)、
「
結
婚
し
て

も
必
ず
し
も
子
と
も
を
持
つ
必
要
は
な

い
」
四
二

・
六
匂
(
同
却

・
6
)、
「
相

手
に
満
足
で
き
な
い
と
き
は
離
婚
す
れ

ば
良
い
」
五
四

・
二
物
(
同
M
H

・
4
)

は
、
男
女
共
に
半
数
を
越
え
た
)
時
に

女
性
は
「
今
の
社
会
で
は
離
婚
す
る
と

女
件
の
方
が
不
利
」
(
白

・
7
)
と
考

え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五
五
・

一
勧
の
人
が
同
考
え
に
賛
成
し
て
い

る。
晩
婚
化
に
つ
い
て
は
、
女
性
の
ト
〆

プ
は
「
女
性
の
経
済
力
の
向
上
」
で
、

男
性
は
「
独
身
生
活
の
方
が
自
由
」
と

な
っ
て
い
る
一
注
目
さ
れ
る
の
は
「
結

婚
し
な
い
こ
と
に
対
す
る
世
間
の
こ
だ

わ
り
が
少
な
く
な
っ
た
」
(
女
3
位、

男
2
位
)
と
い
う
答
え
が
多
か
っ
た
こ

と
だ
一
今
回
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
女
性

に
対
す
る
暴
力
に
つ
い
て
の
質
問
が
新

規
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
ハ
「
暴
h
A
を
無

く
す
た
め
の
対
策
」
と
し
て
、
「
犯
罪

の
取
締
り
を
強
化
」
「
法
律

・
制
度
の

制
定
や
見
直
し
」
を
す
る
が
、
一
位
、

二
位
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
売
買
春

に
つ
い
て
は
、
当
事
者
間
に
合
意
が
あ

っ
て
も
許
せ
な
い
は
、
成
人
H
ギ
二

・

五
助
、
未
成
年
|
八
七

・
七
命
と
、
未

成
人
に
対
し
て
は
圧
倒
的
に
許
せ
な
い

が
多
か
っ
た
が
、
成
人
は
許
せ
な
い
が

半
数
を
越
え
た
も
の
の
、
「
や
む
を
得

な
い
」
と
い
う
容
認
派
も
三
三
吻
い
た

こ
と
は
思
警
な
い
。

ま
た
、

4
一
に
対
す
る
要
望
は
閃
の
通

り

田辺聖子さん



思

わ

な

い

か

。

フ

ィ

リ

ピ

ン

で

打

ち

匿

る

姿

に

恐

ろ

し

く

な

っ

「

パ

ン

ド

ラ

」

(

出

版

、

映

画

ろ

な

い

と

伺

も

で

さ

な

い

今

の

(

桧

・

葉

祥

明

/

文

・

柳

瀬

房

も

、

ヒ

ラ

の

ま

ま

で

気

楽

な

方

た

。

こ

の

地

へ

の

侵

略

の

歴

史

配

給

)

社

長

の

中

野

理

恵

さ

ん

若

者

の

状

聞

を

紹

介

し

た

わ

子

/

自

由

国

民

社

・
刊
)
の
タ

が

い

い

、

い

い

夫

を

見

つ

け

た

へ

の

思

い

は

全

く

な

く

、

伝

え

は

、

七

F

年

代

の

ウ

ー

マ

ン

リ

こ

の

あ

と

会

場

か

ら

の

発

言

イ

ト

ル

と

文

章

か

ら

、

著

者

の

い

と

言

う

女

性

が

多

い

。

エ

ラ

る

マ

ス

コ

ミ

も

全

く

そ

の

こ

と

ブ

の

洗

礼

を

受

け

た

世

代

企

室

交

唱

え

て

話

し

あ

っ

た

が

、

全

了

解

を

得

て

引

用

し

た

も

の

一

イ

女

は

い

や

と

い

う

男

の

言

葉

へ

の

憂

慮

な

ど

な

い

d

気

味

悪

業

に

就

職

、

辛

く

て

、

生

き

か

共

闘

世

代

に

つ

い

て

は

さ

ま

ざ

こ

の

呼

び

か

け

に

は

、

締

田

を

も

う

何

百

回

も

聞

い

た

」

。

い

ほ

ど

の

歴

史

の

欠

如

。

感

じ

た

を

変

え

、

や

り

た

い

こ

と

を

ま

に

意

見

が

わ

か

れ

た

岡

本

ふ

さ

戸

日

本

婦

人

団

体

連

合

会

結

局

、

日

本

で

は

革

命

を

ゃ

な

い

ま

ま

に

す

ま

す

と

、

宙

開

ア

や

ろ

う

と

映

画

の

配

給

の

世

界

さ

ん

は

、

バ

ブ

ル

に

踊

っ

た

鍾

長

)

、

妹

尾

河

童

(

舞

告

美

術

本

の

女

性

は

学

歴

が

高

い

の

ら

な

け

れ

ば

ビ

ジ

ネ

ス

の

環

境

ジ

ア

の

平

和

へ

の

宵

威

と

な

に

飛

び

込

む

。

「

入

閣

の

生

活

行

の

支

百

長

の

覆

面

座

談

会

を

家

)

、

中

出

書

直

(

作

曲

家

)

、

に
、
事
務
職
に
押
し
こ
め
ら
れ
は
直
ら
な
い
、
外
資
系
か
N
G

る
」
と
問
題
提
起
。
は
ゴ
チ
キ
ゴ
で
し
て
い
る
し
た
が
、
支
室
た
ち
は
全
員
、

T
V
H
山
田
洋
次
(
映
画
監
釘
)
さ
ん

て
い
る
。
な
ぜ
異
議
申
し
立
て

O
で

や

る

し

か

な

い

、

と

少

々

鹿

野

政

直

さ

ん

(

早

大

教

授

)

が

、

日

常

性

を

ひ

き

ず

り

な

が

元

全

共

闘

だ

っ

た

、

と

い

う

宇

i

，，aE'
ち
が
賛
同
し
て
い
る
D

ー
大
学
と
日
本
女
性
に
つ
い
な
い
の
か
」
と
言
う
。
日
本
女
悲
し
い
現
実
が
語
ら
れ
た

。

そ

は

H

満
州
事
変
H

勃
発
の
一
九
ら
、
周
囲
に
合
わ
せ
る
こ
と
を
小
柳
さ
ん
は
「
全
共
闘
は
母
の
卜
I
l
l
i
-
-

応
募
要
項
は
次
の
通
り
r

て
、
歴
史
や
そ
の
意
義
が
話
さ
性
の
グ
野
心
の
な
さ
μ

が
カ
l

の
中
で
東
チ
モ
l
ル
支
援
の
N

一
一
一
一
年
生
ま
れ
。
「
わ
が
世
代
や
め
て
生
き
て
い
る
」
と
い
う
世
代
で
、
私
た
ち
の
世
代
の
前
一
音
楽
を
平
和
の
た
め
に
役
立
内
容
は
入
経
本
『
地
雷
で
な

れ
た
あ
と
、
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ニ
ー
さ
ん
に
は
不
満
だ
。

G
Oに
か

か

わ

り

、

そ

の

経

験

は

一

九

四

五

年

八

月

の

記

憶

に

岡

本

厚

さ

ん

(

一

“

世

界

編

に

立

ち

は

だ

か

っ

て

い

る

感

一

て

よ

う

f
「
日
本
の
う
た
と
え
く
花
を
く
だ
さ
い
を
タ
イ
ト

y

シ
ョ
ン
「
高
等
教
育
と
女
性
斎
藤
さ
ん
は
「
も
の
言
わ
ぬ
か
ら
横

浜

市

大

の

講

師

も

勤

め

行

き

着

く

と

い

う

の

が

共

通

集

長

)
は
五
四
年
生
ま
れ
、
中
じ
一
断
絶
を
作
っ
た
の
は
全
共
一
創
立
町
周
年
記
念
委
員
会
」
が
、
ル
に
し
た
作
品
色
一
そ
の
他
、
同

の

エ

ン

パ

ワ

メ

ン

ト

」

で

、

高

の

が

美

徳

と

い

う

カ

ル

チ

ャ

ー

て

い

る

古

沢

希

代

子

さ

ん

が

点

。

戦

後

、

大

人

へ

の

不

信

感

学

生

の

と

き

全

共

闘

の

熱

気

を

闘

世

代

で

は

な

い

か

」

中

野

一

地

雷

撤

去

へ

協

力

し

よ

う

と

趣

旨

に

よ

る

作

品

で

、

l
犬
衆

等
教
育
を
受
り
る
女
性
は
増
が
あ
る
。
日
本
の
教
育
は
参
加
「
N
G
O
の

出

界

は

女

の

世

が

強

く

、

ア

プ

レ

ゲ

ー

ル

と

よ

あ

び

る

『

也

界

一

に

二

十

年

さ

ん

は

全

共

闘

批

判

か

る

ウ

l
一
「
地
雷
で
な
く
吃
を
く
だ
さ
歌
曲
、
一
2
独
唱
曲
、
立
合
唱
曲
、

ぇ
、
能
力
差
の
な
い
こ
と
が
は
し
な
い
の
を
よ
し
と
す
る
価
値
界
、

N
G
Oの
コ
!
デ
ィ
ネ
l

ば
れ
た
。
日
本
の
近
代
は
何
で
か
か
わ
っ
て
き
た
が
、
今
ほ
ど
マ
ン
リ
プ
の
生
き
か
た
に
共
感
一
い
」
を
テ
l
マ
に
、
多
く
の
人

4
ポ
ソ
プ
ス

・
ス
タ
イ
ル
、
一
豆

っ
き
り
し
、
女
性
の
意
識
も
変
観
の
下
に
あ
る
。
言
い
始
め
た
タ
l
は
殆
ど
女
。
だ
が
、

N
G

あ
っ
た
か
を
考
え
歴
史
を
専
攻
阜
県
気
、
金
の
こ
と
ば
か
り
言
わ
し
た
だ
け
に
「
全
共
闘
位
代
は
一
の
創
作
品
を
募
っ
て
い
る
P

そ
の
他
自
由

わ
っ
て
い
る
の
に
、
日
本
だ
け
ら
突
然
雲
行
き
が
悪
く
な
り
、

0
の

世

界

も

甘

く

な

い

。

ラ

ク

し

、

天

皇

制

の

も

と

で

い

か

に

れ

る

時

代

は

な

い

の

で

は

な

い

な

に

も

生

ん

で

な

い

」

P

教
師
一
反
地
雷
運
動
が
世
界
に
広
が
第
-
次
の
締
切
を
一
-
月
末

で
な
く
韓
国
や
オ
l
ス

ト

ラ

リ

私

は

ア

メ

リ

カ

の

会

社

に

変

わ

だ

か

ら

女

が

や

っ

て

い

る

の

で

自

分

が

奴

隷

で

あ

っ

た

か

、

日

か

。

最

気

の

た

め

に

生

き

て

い

と

し

て

全

共

闘

と

対

崎

、

あ

る

一

る

中

で

、

「

対

人

地

雷

全

面

禁

日

、

第

一

一

次

を

四

月

末

日

と

す

ア

な

ど

で

も

、

ビ

ジ

、

不

ス

の

世

ら

ざ

る

を

得

な

か

っ

た

」

ま

ず

は

な

い

。

人

の

や

る

気

を

集

め

、

本

社

会

の

奴

隷

制

を

変

え

な

け

る

よ

う

だ

七

C
年
代
後
半
か
い
は
話
し
合
っ
た
鹿
野
さ
ん
は
一
上
条
約
」
が
締
結
さ
れ
、
日
本
る
が
、
応
募
作
品
必
随
時
発
表

界

で

は

、

ま

だ

女

性

が

イ

ニ

シ

教

育

を

変

え

な

け

れ

ば

と

。

紡

ぎ

、

活

動

を

つ

な

ぐ

。

新

し

れ

ば

変

革

は

な

い

、

と

思

っ

た

」

ら

暴

力

、

い

じ

め

、

怠

学

と

い

「

私

は

告

発

に

立

ち

会

わ

ざ

る

一

も

昨

年

十

-

一

月

に

署

名

一

し

か

作

品

一

覧

表

を

作

戒

、

希

望

計

ア
テ
ィ
ブ
を
と
る
に
至
つ
て
な
ロ
ザ
ン
ナ

・
ゴ
l
(
フ

ィ

ソ

い

シ

ス

テ

ム

作

り

で

も

あ

る

。

「

し

か

し

五

十

年

前

希

望

を

か

っ

た

今

の

学

校

の

現

象

が

出

て

を

得

ず

、

し

か

し

彼

ら

の

初

心

一

し

、

地

雷

は

今

も

使

用

さ

れ

つ

に

実

質

で

配

布

す

る

/

集

会

等

い
己
と
に
話
が
及
ん
だ
。
そ
れ
ピ
ン
、
セ
ン
パ

l
保

険

社

長

)

そ

れ

に

男

性

が

参

加

し

、

共

に

け

た

H

近
代
μ

は
高
度
成
田
匡
閉
き
た
n

こ
れ
は
子
ど
も
の
問
題
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
あ
り
た
交
一
づ
け
、
地
震
が
埋
ま
っ
て
い
る
で
ど
ん
ど
ん
役
立
て
て
も
ら
い

を

受

け

る

形

で

、

午

後

の

分

科

さ

ん

は

、

ア

ジ

ア

の

女

性

の

環

仕

事

す

る

こ

と

で

自

ち

を

自

由

に

は

い

り

、

μ
豊
か
さ
H

に
埋
で
な
く
、
日
本
社
会
の
精
神
の
性
史
や
沖
縄
史
に
身
を
入
れ
だ
一
場
所
で
は
、
人
々
は
危
険
に

(2 ) 〈金曜日〉
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企
業
の
世
界
の
変
革
は
?

教
育
の
改
革
?
N
G
O
体
験
?

「
女
性
と
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
討
論
か
ら

女
性
の
高
等
教
育
と
は
な
に

か
、
そ
れ
が
女
性
が
活
躍
で
き

る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
役
劃
を
は
た
し
て
き
た

か
。
女
性
と
高
等
教
育
に
つ
い

て
考
-
え
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
さ
き
が
け
と
し
て
の
女
性
た

ち
」
が
さ
き
ご
ろ
二
日
間
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
た
(
主
催

・
女

性
の
高
等
教
育
と
国
際
交
流
に

関
す
る
研
究
会
、
於

・
国
際
文

化
会
館
、
日
月
mm臼
)
。
膨
大

な
討
論
の
中
か
ら
、
一
日
目
の

μ
女
性
と
ビ
ジ
ネ
ス
H

の
討
議

の
模
様
を
中
心
に
報
告
す
る
。

戦
前
、
高
等
教
育
を
受
け
る

こ
と
さ
え
困
難
だ
っ
た
日
本
の

女
性
が
海
外
に
留
学
、
勉
強
で

き
た
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も

津
田
勢
の
卒
業
生
が
、
津
田
梅

子
の
関
係
で
、
米
国
プ
リ
ン
マ

l
大
学
に
派
遣
さ
れ
る
シ
ス
テ

ム
が
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ

た
。
一
日
自
の
朝
、
プ
リ
ン
マ

込金、に埋没した日本
全共闘世代についてはさまざまな意見

「
平
和
主
義
」
寸
思
想

・
信

条
の
自
由
」
な
ど
戦
後
民
主
主

義
の
核
と
な
っ
た
H

普
遍
的
価

値
H

が
形
骸
化
し
て
い
る
。
巴

代
閣
の
対
話
は
な
く
な
り
、
若

い
人
々
の
歴
史
意
識
は
「
ム
「
と

苔
」
に
二
分
化
し
て
い
る
と
い

う
。
世
代
の
輿
な
る
四
人
の
人

を
問
題
提
起
者
に
、
世
代
を
超

え
た
連
得
の
可
能
性
を
考
-
え
る

J
 
，
平内川
さ

'u

f
t寸
叶
J

占
ゾ
A
Y

J

・

の
か
か
、
制
限
刈

‘

ザ

h
v
T

H

什川
u

，

閉
山

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た

(
日
月
幻
日
東
京
「
影
書
房
通

信
」
読
者
の
集
い
)
C

冒
頭
、
司
会
の
徐
京
植
さ
ん

(
作
家
)
か
ら
、
同
じ
世
代
で

も
コ
ミ
寸
ニ
ケ
l
シ
ョ
ン
の
な

い
日
本
の
現
状
を
「
先
ご
ろ
の

サ
ソ
カ
l
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
予

選
で
マ
レ
ー
シ
ア
に
二
万
人
も

の
円
本
人
が
行
き
、
日
の
丸
を

F 
で
し
ょ
う
。
ォ
レ
ガ
ノ
は
、

ト
マ
ト
料
理
に
角
う
の
で
、

香
り
も
楽
し
め
ま
す
。
ド
ラ

イ
ス
パ
イ
ス
は
、
油
で
直
接

加
熱
す
る
と
と
げ
易
い
の

で
、
材
料
と
一
緒
に
加
熱
し

た
り
、
調
理
の
途
中
で
加
え

る
と
失
敗
が
少
な
い
で
し
ょ

、っ。
〈若
鶏
の
卜
マ
卜
煮
〉

【
作
り
方
】

①
鶏
肉
は
食
べ
や
す
い
大

き
さ
に
切
り
、
②
の
塩
、
こ

し
よ
う
、
ス
パ
イ
ス
で
下
味

を
つ
け
、
小
麦
粉
を
ま
ぶ
し

て
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
で
焼
い

て
取
り
出
し
て
お
く
。

②
同
じ
鍋
に
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
を
た
し
、
み
じ
ん
切
り

に
し
た
に
ん
に
く
と
生
ね
ぎ

を
妙
め
る
。

③
さ
ら
に
、
水
、
サ
ン
ド

ラ
イ
ト
マ
ト
、
オ
レ
ガ
ノ
を

入
れ
、
鶏
肉
を
戻
し
て
日
分

ほ
ど
煮
込
み
、
種
を
取
っ
た

フ
レ
ッ
シ
ュ
ト
マ
ト
の
角
切

り
を
加
え
塩
、
乙
し
よ
う
で

味
を
整
-
え
る
。

④
赤
、
青
ピ
ー
マ
ン
を
ダ

イ
ヤ
型
に
切
り
さ
っ
と
妙

め
、
鶏
の
上
に
飾
り
、
イ
タ

リ
ア
ン
パ
セ
リ
を
添
え
る
。

(資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン
附

食
品
研
究
所
/
料
理
指
導

.
園
田
ヒ
ロ
子
)

基本作用

【オレ力ノ1

.辛味付け

:色付け会

:香り付け合-(?合台。

:臭み消し会合会

く

作品募集

地雷でな

をください

* 
* 


